























































































とのたまはせしほど 言はむかたなく恋 く、をりをりのこと思ひ出でたまふほど、よよと泣かれたまふ。 「夜ふけはべ ぬ」と聞こゆれど、なほ入りたまはず。
　　
見るほどぞしばしなぐさむめぐりあはむ月の都は遙かなれども








十五夜、長安の宮中にあった白居易が、遠く湖北の江陵へ左遷された親友元稹を思う詩である。 「月のいとはなやかにさし出でたるに」出たばかりの十五夜の月を描く こ も 同じ詩の「三五夜中新月色」 （第四句）を踏まえている。月を眺めながら今は会えない人 遠隔地に思いを馳せる内容は、須磨の光源氏と同じであるが、白居易 都におり、光源氏は須磨にいるという相違がある。 『源氏物語』 人口に膾炙しているこ詩を利用して、光源氏 孤独や寂寥・辛苦を描き出そう したのである。
三
須磨の地名と文学



















須磨には、いとど心づくしの秋風に、海は少し遠けれど、行平の中納言の、関吹き越ゆると言ひけむ浦波 夜々 げにいと近く聞こえて、 またなくあはれなるものは、 かかる所の秋なりけり（ 『源氏物語』須磨）
にもとづいている。この部分では、須磨における秋の悲哀を描く中に、さき 見た行平の「関吹き越ゆる須磨の浦風」 （ 『続古今集』巻十・
８６８・
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 弥生の朔日に出で来たる巳の日、 「今日なむ、 かく思すことある人は、禊ぎしたまふべき」と、なまさかし 人 聞こゆれば、海づらもゆかしうて出でたまふ。……この国に通ひける陰陽師召して 祓へせさせたまふ。











 「……高潮といふものになむ、 とりあへず人損なはるるとは聞けど、……」 （須磨）そのまたの日の暁より風いみじう吹き 潮高う満ちて、波の音荒きこと（明石）

























なれ親しんだ末に別れる悲しみ 並大抵のことではないと描く、明石の入道と妻子との別れの心情 背景に持つ ではあるまいか。
　踏まえたであろう先行する作品を挙げてみた。それはおもに 『古今集』
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光源氏の退居の日々を、行平のそれに置き換えている。 『古今集』の行平詠利用についても、須磨巻における行平の歌を踏まえた表現を利用していると言うべきである。ただ 『古今集』歌である「たち別れ……」のみは、須磨・明石巻には引かれていない。総じて言えば、謡曲「松風」の行平は、 『源氏物語』須磨巻における光源氏およびその周辺の表現等によっ 成り立っていると見てよい。
　問題としている須磨区の地名「月見山」が生まれるについては、須磨




























































































































































光源氏の退居の日々を、行平のそれに置き換えている。 『古今集』の行平詠利用についても、須磨巻における行平の歌を踏まえた表現を利用していると言うべきである。ただ 『古今集』歌である「たち別れ……」のみは、須磨・明石巻には引かれていない。総じて言えば、謡曲「松風」の行平は、 『源氏物語』須磨巻における光源氏およびその周辺の表現等によっ 成り立っていると見てよい。
　問題としている須磨区の地名「月見山」が生まれるについては、須磨



























































































































































































































































……なを東へ行て須磨の里に入ぬ。……里より南の磯へ四、 五町行て、行平松とて老木有。松風・村雨 行平になれ 、程なく失せ給ひしに ふたりの女、 づから此松を植へてなき御跡をとふ所となり。
　　　
＊作者不詳。天和三（一六八三）年五月十一日の記事。
























磨寺の東側にある山と見るべきである。 「月見ノ松トテ此山ニアリ」とあるので、 地誌類の記す、 月見の松があるとする「東須磨村ノ上山」 （ 『兵庫名所記』 ） ・ 「東須磨の北の尾崎」 （ 『摂津名所図会』 ）に位置することになる。右の
１５『千種日記』の記事からも納得ができよう。 「稲葉山」は、
行平の歌「たち別れいなばの山の峰に生ふ まつとし聞かばまた帰り来む」 （ 『古今集』巻八・
３６５・離別歌）にもとづく地名である。ただし行平
は因幡国の国守であったので、 『古今集』においては、因幡国の山 解さねばならない。ところがこ 歌を謡曲「松風」 引いたことから、この山の名が須磨に生まれたので 。
　この紀行文からも「月見山」の名前を見出した。それではこの呼称は
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郡全図」 （明治十八年）には、 「月見松」の名があり、 図の右下にある「八



















願寺須磨月見山 庭園之全景」 と 本願寺須磨月見山別邸桃林之景」 「願寺須磨月見山別邸和田岬眺望」などと書いている。 「最新写真高級版
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須磨の地名と文学 月見山別邸の建築と武庫離宮」 「大谷探検隊と月見山別邸」 「須磨月見山別邸から二楽荘へ」が詳細に述べている。
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須磨の地名と文学 月見山別邸の建築と武庫離宮」 「大谷探検隊と月見山別邸」 「須磨月見山別邸から二楽荘へ」が詳細に述べている。
（
１０）この写真は、 注 （９） の 「モダニズム再考
　二楽荘と大谷探検隊Ⅱ」
展の図録にも載せている。
　　付記
　引用した近世の資料については、井上勝志氏よりご教示を得た。学恩
に感謝申し上げる。キーワード：須磨、地名、文学、月見山
